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  平成22年第33週 京都市感染症週報
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（8月16日～8月22日）

◆　 今週のコメント

･

京都市感染症週報 京都市感染症情報センター
（ 京都市衛生環境研究所 ）

流行性耳下腺炎の定点当たり報告数は，１.１０（４５例）で，先週より増加しています。依然として過去５
年平均値を上回っています。年齢階級別では，３歳が２２.２％（１０例）と最も多く，３～５歳が５５.６％（２５
例）を占めています。

･

･

･ 伝染性紅斑の定点当たり報告数は，０.３２（１３例)で，先週の３倍以上となり，過去５年平均値を上回っ
て ます 年齢階級別では １歳 歳が ６ ９％（１０例）を占めて ます

マラリア（三日熱）の報告が１例（女，４０歳代）あり，推定感染地域はインドです。本年３例目の報告で
あり，平成１１年以降の年間報告数は，平成１４年の４例が最も多く，その他の年は２例以下です。

腸管出血性大腸菌感染症の報告が１例あり，第２４週から連続で報告があります。本年の累積報告数
は２５例で，１０歳代が１２例，２０歳代が７例，３０歳代が３例，５０歳代が２例，７０歳代が１例となっていま
す。血清型別では，Ｏ１５７が２２例，Ｏ２６が１例，Ｏ１１１が１例，型不明が１例となっています。

◆　 今週のトピックス：＜後天性免疫不全症候群＞

◆ 発生状況

ています。年齢階級別では，１歳～５歳が７６.９％（１０例）を占めています。

平成２２年４月から６月までに，新たにAIDS患者（２例）及びHIV感染者（３例）の報告があり，平成２２年
の累積報告数は１３例となっています。詳細をトピックスに掲載しています。

◆　発生状況

・ 二類：結核 ５例（肺結核 ３例，肺外結核 １例，潜在性結核感染者 １例），（喀痰塗抹陽性 ２例）
【１月以降の累積報告数 ２１８例（肺結核 １４０例，肺外結核 ５４例，潜在性結核感染者 ２４例），（喀痰塗抹陽性 ６１例 ）】

・ 三類：腸管出血性大腸菌感染症　１例【１月以降の累積報告数 ２５例】
・ 四類：レジオネラ症（肺炎型） １例 【１月以降の累積報告数 ９例】
・ 四類：マラリア（三日熱） １例 【１月以降の累積報告数 ３例】

全数把握の感染症

（市内定点数　インフルエンザ定点６８， 小児科定点４１， 眼科定点１０， 基幹定点１）

定点     報告数　　

ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ 　インフルエンザ ２　

小児科   ①　感染性胃腸炎 ９３　

定点当たり報告数 

２．２７

０．０３

感染症名

全数把握の感染症

定点把握の主な感染症

（降順5位まで）   ②　流行性耳下腺炎 ４５　

  ③　手足口病 ２１　

  ④　水痘 １５　

  ⑤　伝染性紅斑 １３　

眼科   流行性角結膜炎 １２　

【次 ジ 降 主な内容】

１．２０

０．３２

０．３７

０．５１

１．１０

全数把握の感染症

定点把握の主な感染症

【次ページ以降の主な内容】
　　発生状況の概況グラフ　/　今週のトピックス：＜後天性免疫不全症候群＞

（ 注 ） 京都市のデータは，平成22年8月26日現在の報告数で，全国の還元データと若干異なる場合があります。
また，本情報での患者数は，届出医療機関所在地での集計で，患者の住所を示すものではありません。

全数把握の感染症

定点把握の主な感染症
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◆　発生状況の概況グラフ

１　今週（第３３週）と先週（第３２週）の定点当たり報告数の比較
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２　腸管出血性大腸菌感染症（三類感染症）の推移
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３　主な感染症の定点当たり報告数の推移
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＜小児科定点＞

　 　　　　　　　１ 感染性胃腸炎 　 　　　　２ 流行性耳下腺炎
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　　　　　　　　 ３ 手足口病 　　　　　 ４ 水痘
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※ 平成15年からの追加疾患のため，過去５年平均値はありません。
＜眼科定点＞ 流行性角結膜炎
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平成２２年

第33週（8月16日～8月22日）トピックス：＜後天性免疫不全症候群＞

　平成２２年４月から６月末までの報告数は５例で，AIDS患者２例，HIV感染者３例です。すべて男性で，年齢階級別で
は，AIDS患者は３０歳代及び４０歳代が各１例，HIV感染者は２０歳代，３０歳代及び４０歳代が各１例です。推定感染経
路は，すべて性行為感染（同性間４例，不明１例）で，推定感染地域は，すべて国内です。
　平成２２年１月から６月末までの，AIDS患者及びHIV感染者を合わせた後天性免疫不全症候群の累積報告数は１３
例で，すべて男性です。推定感染経路は，性行為感染が１０例，不明が３例となっています。
　平成１２年以降の累積報告数は１６５例で，性別は，男性１５２例（９２.１％），女性１３例（７.９％）となっています。推定
感染経路については，性行為感染が１２８例で，後天性免疫不全症候群全体（１６５例）の７７.６％を占めています。中
でも，同性間の性行為感染が７７例で最も多く，全体の４６ ７％を占めています。でも，同性間の性行為感染が７７例で最も多く，全体の４６.７％を占めています。

年次別報告数の推移

報告年 総数 AIDS患者 HIV感染者 男 女

平成12年 6 3 3 5 1

平成13年 6 2 4 6

平成14年 9 4 5 8 1

平成15年 11 2 9 11

報告年 総数 AIDS患者 HIV感染者 男 女

平成12年 6 3 3 5 1

平成13年 6 2 4 6

平成14年 9 4 5 8 1

平成15年 11 2 9 11

平成16年 21 2 19 18 3

平成17年 9 3 6 9

平成18年 25 8 17 23 2

平成19年 22 7 15 19 3

平成20年 21 6 15 18 3

平成21年 22 10 12 22 0

平成22年
（1月～6月）

(13) (4) (9) (13) (0)

総　　計 165 51 114 152 13
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報告年 総数 AIDS患者 HIV感染者 男 女

平成12年 6 3 3 5 1

平成13年 6 2 4 6

平成14年 9 4 5 8 1

平成15年 11 2 9 11

平成16年 21 2 19 18 3

平成17年 9 3 6 9

平成18年 25 8 17 23 2

平成19年 22 7 15 19 3

平成20年 21 6 15 18 3

平成21年 22 10 12 22 0

平成22年
（1月～6月）

(13) (4) (9) (13) (0)

総　　計 165 51 114 152 13


